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1.は じめ に
筆者は,吉 岡2000で,明治期に作成された約100種の目本語教材の内
容 ・構成を分析 し,使用 目的別に文典型教材,語 法型教材,読 解教材,会
話教材,文 字教材の五つに分類できること,その うち文型的な学習項 目を
中心に構成 されている語法型教材一 語法総合教材 と語法用例教材の2
種類に分け られ る一 が3割 を占めることを明らかにした。また,吉 岡
1999では,教 師が教室で4技 能を並行 して指導することを前提 として作
成 された語法総合教材の うち,台湾総督府民政部学務課 『台湾適用会話入
門』,泰東同文局 『東語初階』,振武学校 『目本言文課本首巻』,宏文学院
『目本語教科書第1巻 』,萩原敬之 『法政大学 目語読本入 門』,経緯学堂
『甲種 目語読本巻1』 の6種 の文法学習項 目を,現代の初級教科書の文型
などをもとにして決められた目本語能力試験シラバスの4級,3級 の文法
学習項 目と比べ,ど のぐらい重な りがあるか調査 した。その結果 『日本語




本稿は,現 代の初級文法学習項 目が78%も採 られ,6種 の教材の中で
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最 もバランスよく,多 くの初級文法学習項 目が配 されていた 『甲種 目語読
本巻1』 の中心作成者であった金井保三が,単独で作成 した中国人のため



























経緯学堂は,中国 ・韓国の留学生 を対象 とする予備教育機関として,明
治大学により1904年(明治37)8月に創設 された。修業年限2年 の普通科
と,1年の高等科,そ れに1年 以内の別科 も設置 された。目本語の授業時
数は普通科 の場合,1学 年 は 「読方,会 話,文 法」が1学 期24時間,2
学期17時問,3学期16時 問であり,2学年は同科 目が1学 期13時問,
2学期12時間,3学 期 「講読,会 話,文 法,作 文」12時間となってい
た。高等科 の場合は,「講読,会 話,文 法,作 文」が各学期 とも10時間
であった4)。『成立期明治大学関係者略伝』によると,9月の開校時の目本
語担当教師は,内海弘蔵,本 庄季彦(立教中学講師),堀江秀雄(開成 中学
講師)の3名であったが,一 月遅れの10月の就任 として 「経緯学堂講師,




は,金井が富田才次 と共に作成 したものを協議会 に出して,上 田万年,芳
賀矢一,経 緯学堂の評議員である金沢庄三郎 の3博 士に審査訂正 を受け
て完成 させたことを,編纂の主旨の中で金井 自身が記 しているが,少 なく
ともこの時期 までは在職 していたと考えられる。富田才次は1907年(明
治 尋0)5月に目本語担 当として経緯学堂に就任 している。金井は1905年









田才次 も目本語 を担 当 した6)。この縁 で金井 の紹 介 によ り経緯 学堂 で教 え
るよ うにな った ものであろ う。『甲種 日語 読本巻1』 は金井 と富 田が原 案
を作成 した ことにな っているが,目 本語教 育の キャ リアか ら見て,金 井 が
中心 となって作成 された とみて問違 いあ るまい。
『目語指南』 は2巻 で構成 されてお り,『目語指 南壱』 は1904年(明治
37)3月,発行者は柏原 文太 郎,『目語指 南弐』 は1905年(明治38)11月,
発行者 は高 田俊雄 で,と もに 「早稲 田大学出版部蔵版,丁 酉社 」 となって
い る7)。『目語指 南壱』 は全体 が第1か ら第34ま での34(以後 これ を便宜
的 に課 と呼ぶ こ とにす る)に分 かれてお り,1課 が 目本語 と中国語 の違 い
にっいて,2課 か ら14課 までは発音 と文字表記 について,15課 が数 ・助
数 詞 など,16・17課が 「こ ・そ ・あ ・ど」や人称代名詞,18か ら34課
までは,そ れぞれ助詞 「と,は,が,へ,に,を,で,ま で ・か ら,で,
よ り,に,も,と,に 」 を中心に各分野 の語彙 を配 して,目 本語 の用例文
とそ の中国語訳,課 によっては中国語 での解説 があ り,各 課 の後 ろに練習
と して中国語 の例文,と い う構成 とな ってい る。『目語指 南弐』 は全体 が
38課に分 かれ てお り,「ば か り・ほ ど ・くらい,あ ま り ・た らず,名 状詞
(形容詞,形 容動詞),も う ・もっ と,あ ま り～ない,～ す ぎる,四 段変化
動詞,て ・た,上 一段 変化 動詞,下 一段 変化動詞,変 格 動詞,ま す ・で
す,～ ことは～が,～ ば ～ほ ど,ば か り ・だけ ・しか～ぬ,て,～ て はい
けませ ぬ ・にはおよび ませ ぬ,な ければ な らぬ,な ければ ～ぬ,～ よい ・
に くい,ま い,て ご らん ・てみよ う,だ す ・は じめる ・て しま う,ち がえ
る ・あき る ・なれ る,た い ・たが る,と,も し～ なら,～ こ とがで きる,
～か た,け れ ども,そ う(様態 ・伝 聞),～ か も しれ ぬ」 を学習 項 目 とし
6)前 掲1),P.98.






て,各用例文 とその中国語訳,練 習で構成 されている。『目語指南』 は,











レベルの3級 と初級半ば程度のレベルである4級 の 「文法」項 目がF目
語指南』 にどのくらい採 られているかを調べたものが以下の表である9)。
表の数字は課 を示すが,イ タリックの数字は 『目語指南弐』の課 を表す。




文 法 項 目 課 文 法 項 目 課
「は」+疑問詞 16*疑問詞+「が」 22*







文 法 項 目 課 文 法 項 目 課
形容詞+のAの 3* 形容動詞 現在 ・過去 ・否定 21*
形容動詞のテ形ANで * 形容動詞の連用形+動詞 29*
形容動詞+名詞ANな+N 5* 形容動詞+のANな の *
存在文NにNが ある/いる 24*存在文NにNがQあ る/いる *
所在文NはNに ある/いる 24 動詞 現在 ・過去 ・否定形 16*
動詞の自他NがV/NをV 動詞のテ形Vて 19*
動詞のテアル形Vて ある 20*動詞のテイル形Vて いる 24*
動詞のナイデ形Vな いで 名詞述語 現在 ・過去 ・否定 17*
名詞述語文のテ形Nで 21*名詞+の+名詞NのN 16*
名詞+の だ 私のだ * 連体修飾+名詞 買った本 22*
A-II助 詞,指 示語,疑 問詞等
文 法 項 目 課 文 法 項 目 課
疑問詞 何 16*疑問詞 だれ/ど なた 17*
疑問詞 いつ 16*疑問詞 いくつ 18*
疑問詞 いくら 16*疑問詞 どこ 20*
疑問詞 どれ 16*疑問詞 どう ア0*
疑問詞 どんな 18*疑問詞 どのぐらい 28
疑問詞 なぜ/ど うして 5* 疑問詞+か 何か 28*
疑問詞+も+否 定 何 も 32* これ,そ れ,あ れ 16*
こ の,そ の,あ の 16* こ こ,そ こ,あ そ こ 24*
こち ら,そ ち ら,あ ち ら 23* が 友達が来た(主語) 22*
を 私 はパンを食べ る(目的
語)
18* を 家 を出る(起点等十を) 26*
に ここに本がある(場所) 24* に バスに乗る(到達点) 19*
に7時 に起きる(時間) * に 本を買いに行 く(目的) 34*
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文 法 項 目 課 文 法 項 目 課
に1目 に3回 行 く(回数) 1 で 公園で野球をする(場所) 26*
で バスで行 く(手段方法) 29* で 木で机を作る(材料) 29*
で 病気で学校 を休む(理由) 14 で 全部 で百円(数量) 18*
へ 東京へ行 く(方向) 23* と 本 とノー ト 18*
と 妹 と(いっ しょに) 18* と 友達 と会 う(動作の相手) 18*
か ら,ま で(場所) 28*か ら,ま で(時間) 28*
や 切手やはがき * は 私は学生だ 17*
は テニスは外 でする(目的
語)
22*は 酒は飲まない(否定 と) 21*
は 私は行 くが,兄 は行かな
い(対比)
22* も 私 は行 く。兄 も行 く 32*
も 本 もノー トもあ る 32*格助詞+は/も には,へ も 21*
か 本か ノー ト 1* か 行 くか行かないか 25*
など 本 や ノー トな ど * ぐらい30人 ぐらい 1






て 風邪をひいて休む(理由) 18*が すい ませんが,本 を～ 1*
か これはあなたの本 ですか 16*か 先生ですか,学生ですか *
ね 今 目はいい天気ですね 27* よ その本はいいですよ 25
わ 私もい くわ 中1年 中暑い 12
たち/ど も/方 私たち 17*あま り～ない あま り見ない 7
1-10000/一つ(数) 15*枚/冊/本 等(助数詞) 15*




文 法 項 目 課 文 法 項 目 課
依頼Nを 下 さい * 依頼 ～て下さい 23*
依頼 ～ないで下さい 依頼Vて 下さいませんか
勧誘Vま しょう 25 勧誘Vま せんか
希望Nが ほしい 34* 希望Vた い 28*
逆説 ～が 17*同時V時 20*
同時Vな がら * 前後Vて から *
前後Vた 後(で) * 前後V前(に) *
推 量 でし ょう/だ ろ う ア* 並立Vた りVた り 29*
変化Aく/ANに/Nに なる 31*変化Aく/AN/Nに する 5*
変化 もう+肯定/否定 6* 変化 まだ+肯定/否 定 ・22*




文 法 項 目 課 文 法 項 目 課
受身V(ら)れ る 31*敬語 おVに なる *
敬語V(ら)れ る 敬語 おN *
敬語 おVす る * 敬語 おVい たす 13*
敬語(お)Aご ざいます 30* 敬語ANINで ございます *
使役V(さ)せ る 31*使役+受 身V(さ)せ られる *
～ずにVず(に) * 文の名詞化 ～の 17*
文の名詞化 ～こと 文の名詞化 ～ということ 20
補助動詞vて いく/くる 17*補助動詞Vて みる 25*
補助動詞Vて しまう 26* 補助動詞Vて お く 5*
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A-II助 詞,指 示 語等
文 法 項 目 課 文 法 項 目 課
こんな,そ んな,あ んな 24* こ う,そ う,あ あ *
縮約形 ～ちゃ までに9時 までに *
も50万 円 も持 っている * ばかリ テレビばか り見て 18*
でも お茶でも飲もう(例示) * 疑問詞+で も 何でも 8*
とカ》 本 と 力斗ノ ー トと カ》 * し 頭もいいし体 も丈夫 4*
の いっ しょに行 くの だい ど うしたんだい
かい い っしょに行 くかい Aさ/ANさ 暑 さ 2
らしい 男 らしい人 Aが る/ANが る 暑がる 3*
B.表 現意図
文 法 項 目 課 文 法 項 目 課
意志v(よ)う と思 う 20*意志 ～つ もりだ 17*
意志V(よ)う とする * 意志Vこ とにする
意志Nに する 依頼 おVく ださい
依頼(さ)せ てください 引用 ～ と言 う 19*
開始Vは じめる 開始Vだ す 10*
過度Vす ぎる 8 可能Vこ とができる 31*
可能V(ら)れ る 1* 勧告 ～ほ うがいい 17*
希望Vた がる 28* 義務 ～なければならない 21*
逆説 ～のに * 許 可 ～て(も)いい 8*
禁止 ～てはいけない 3 禁止 ～な 22
経験Vた ことがある 10* 継続V続 ける
終了V終 わる 受給 あげる/もらう/くれる 31*
受給 ～てあげ る/も らう/
くれる




文 法 項 目 課 文 法 項 目 課
受給 ～て さしあげ る/い た
だ く/下 さる
条件 ～ば 20*
条件 ～た ら 6* 条件 ～なら 30*
条件 ～と 29* 状態放置 ～まま 11*
譲歩 ～て も/で も 6* 疑問詞+て も/で も ア2*
推量 ～と思 う 1* 推量 ～ らしい
推量 ～かもしれない 38* 推量 ～はずだ/は ずがない *
推量 ～ようだ 4* 伝聞 ～そうだ 35*
難易vや すい/よ い 23* 難易Vに くい 23
比較 ～は～よ り 30*比較 ～ と～ とどちら/ほ う 32
比較 ～ほ ど～ ない * 比喩 ～よ う(な) *
不必要 ～なくてもいい 方法 ～かた 32
命令V命 令形 25*命令Vな さい 18*
目的Vた め(に) * 様態 ～そう 34*
理 由 ～ので * 理由 ～ため(に) *
～は～が 私は犬が好 きだ 5* ～は～が 象は鼻が長い *
～がする 音/に おいがする 12* Vこ とが ある 休 むこ と～ *
Vこ とに な る 話す こ とに
な る
～のだ 学校へ行 ったのだ 17*
疑問詞+～ か だれが来たか 16* ～かどうか 来たかどうか 25
～ ように言 う * ～よ うにす る 22
～ ようにな る * Vと ころだ 行 くところだ 14*
上記の文法学習項 目をまとめると次の表のようになる。
一23一
4級 3級 計 AI AII 小計 B































『目語指南壱』 と 『目語指南弐』の文法学習項目の配分 を見ると,次 のよ
うになる。
級 4級 3級
分類 AI AII B 計 AI AH B 計
士宮 16 49 5 70 5 1 11 17
弐 4 13 9 26 5 5 32 42
計 20 62 14 96 10 6 43 59
これ を見ると,よ り基本的である4級 の項 目では壱の70に対 し,弐が
26,より進んだ段階の3級 では壱の17に対 し弐 の42となっている。4
級の表現意図のBの み壱より弐のほうが多いが,全体的に見て,金井は
現代 と同じような基本的文法学習項 目に対する認識があり,本書を段階的
に基本的で学習が易 しいものからより複雑で難 しいものへ と配列しようと
する意図があったと考えてよいであろう。
4.『日語指南』と 『甲種 日語読本巻1』
『甲種 目語読本巻1』 は,『日語指南弐』が刊行されて約2年 後に出版 さ
れた。金井の手 になるこの2種 類の教材 を比較 して,何 が相違 し,また
何が継承 されているのかを比較検討する。構成内容の面で最も大きな違い
は,中 国語の対訳 を付 している 『目語指南』に対 し,『甲種 目語読本巻1』
は目本語の本文だけで構成 されていることであろう。また,前者は後者に
はない発音の課 を4課 から13課まで設 けている。中国語母語話者に問題
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となるナ行 とラ行(ハナーハラ),清音 と濁音(ハターハダ),目本語の特殊
音素である掻音 ・促音 ・長音,ガ行鼻濁音,そ してアクセントまで取 り上
げていることが,大 きな特色 となっている。文法上でも,「早いの人,遅
いの牛」(弐3課)など誤用例をあげるなどして,中国語母語話者の陥 りや
すい問題点 を説明 している前者に対 し,本文だけで構成 されている後者 に
そ うした項 目や説明はない。また,前 者はその課の主な文法学習項 目の用
例文の前に,関連語彙があげてあるが,後者は文単位の本分だけで構成 さ
れている。前者の用例文はほとん どが関連なく列挙 してあるのに対 し,後
者の場合,多 くの課が対話形式をとってお り,文型提出には場面や話題か
らくる制約があ り,工夫 が必要 となる。 しか し,4級 文法学習項 目は
83%と84%で両者 ともほぼ同じであるが,3級は59%と71%で後者 の
ほうが多様な文法学習項目を配している。これは共同作業者や協議会での
意見の反映とい うこともあろうが,2年 間の 目本語教育の実践経験からく
る金井の文法観 ・教育観の変化,成 長 と見ることができよう。
その他両教材の表記の面の特徴に触れておく。『目語指南』 が拗音の表
記 を 「いっ レ よ」 のようにハイ フンを入れた り,初 めのほ うの課 では
「コレ ワ メイシ デス」 のような短い単位 の分かち書きをし,助 詞
「は」を初めの段階では 「わ」と表記するなど表音式 を用いるが,14課以
降歴史的仮名遣いに変え,分 かち書きの単位 も 「コノホンハ イ ッサッ
イクラデスカ」のように長 い単位 に変えた り,目本語の例文を片仮名 と平
仮名を課ご とに交互 に変えて,双方 の仮名 を習得 しやすいよ うにするな
ど,い くつかの新 しい工夫 がその特徴 となっている。『甲種 目語読本巻1』
もその工夫のい くつかは踏襲 されている。全体 は1課 から47課と,48
課か ら73課に分かれてお り,後半 には各課にそれぞれ題がっいている。
前半 は1課 から6課までは片仮名であるが,7課 からわずかの例外はある
が課ごとに平仮名の課 と片仮名の課が交互になっている。前半は発音に近
い表音式 をとっており,「ぼ一し」「ましょ一」のように長音は 「一」で示
した り,「といふ」 を 「とゆ一」,助詞の 「へ」 を 「え」,分かち書 きも前
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すいように工夫 が見 られ るが,『甲種 日語読本巻1』 ではそれが一層徹底
され,よ り習得 しやすいように段階的配慮がみられるのである。









『甲種 日語読本巻1』は,よ り多 くの基本的文法学習項 目が採 られ,多 様
な表現形式が学習できる教材 となってお り,明治期の目本語教材 の中で,
最も優れた教科書の一つとなっている。この2種 類 の教科書は,日本語
教師としての金井保三の非常に優れた資質 を示 しているということができ
る。
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